
 

 

 

 

 

 

 

 

福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ３） 
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はじめに 

 

福岡空港については、国、福岡県、福岡市が連携・協力して平成 15 年度から将来の混雑

問題等への対応策を検討する「総合的な調査」を実施しております。 

この調査にあたっては、基本的なところから段階を踏んで検討を進めることとしており、

検討のステップに対応して情報提供とそれに対する意見収集を行うパブリック・インボル

ブメント（以下「ＰＩ」と略す）を実施することとしております。 

平成 17 年度には、福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ１）として「福岡空港

の現状と課題」や「空港能力の見極め」について情報を提供し、多くの方からご意見をい

ただきました。また、平成 18 年度には、福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ２）

として「地域の将来像と福岡空港の役割」や「将来の航空需要の予測」についての情報を

提供し、多くの方からご意見をいただきました。 

今回の福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ３）は、平成 19 年９月 18 日から

「将来需要への対応方策の検討」と「将来対応方策の評価の視点の検討」について情報を

提供し、意見収集を開始しました。この意見収集に関しては、ＰＩ（ステップ１、２）で

みなさんからいただいたご意見などを踏まえて、出前説明会、意見発表会、公開懇話会な

どの新たな取り組みを実施するとともに、平成 19 年 12 月 27 日には平成 19 年 12 月 10 日

までに寄せられたご意見を集約し、それに対する福岡空港調査連絡調整会議の考え方をと

りまとめ「福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ３）に寄せられたご意見とそれ

に対する考え方」として公表いたしました。 

これらの取り組みの結果、平成 20 年１月 10 日までに 2,600 人を超える方から約 8,000

件のご意見が寄せられました。 

 

本報告書は、福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ３）活動の実施結果をとり

まとめたものです。今後、本報告書を福岡空港調査ＰＩ有識者委員会に提出し、その内容

について評価していただく予定にしております。 

 

 




